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これからの北海道立近代美術館検討会議開催要領
 

（令和４年（2022年）１月 12日北海道教育委員会教育長決定） 

（令和４年（2022年）４月１日一部改正）           

（令和５年（2023年）４月３日一部改正） 

 

１ 目的 

  施設の老朽化が著しい北海道立近代美術館について、施設整備方針の検討が必要なことから、これまでの

美術館活動を検証するとともに、今後、近代美術館に求められる役割や今後のあり方について有識者から意

見を聴取するため、これからの北海道立近代美術館検討会議（以下「検討会議」という。）を開催する。 

 

 

２ 検討事項 

 (1) 近代美術館の活動の検証に関すること 

 (2) 近代美術館に求められる役割に関すること 

 (3) 近代美術館のコンセプトや必要な機能に関すること 

 (4) 近代美術館の整備の考え方、運営方法のあり方に関すること 

 (5) その他、近代美術館に関し必要な事項 

 

 

３ 構成 

  検討会議は、別表に掲げる者（以下「構成員」という。）をもって構成する。 

 

 

４ 運営 

 (1) 検討会議は、必要に応じて生涯学習推進局長が招集し、主催する。 

 (2) 検討会議に座長を置き、生涯学習推進局長がこれを行う。 

 (3) 座長は、不在の場合などの都度、これを代行する者を指名することができる。 

 (4) 座長が特に必要があると認めるときは、構成員以外の者に出席を求め、その意見を聴くことができる。 

 

 

５ その他 

 (1) 検討会議の事務は、生涯学習推進局文化財・博物館課において行う。 

 (2) この要領に定めるもののほか、検討会議の運営に関し必要な事項は、北海道教育委員会教育長が定める。 
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別表 

 

 

 

所 属 ・ 職 氏   名 

株式会社 haku       代表取締役 菊地 辰徳 

 北海道大学        名誉教授 北村 清彦 

 北海道教育大学釧路校   教授 佐々木 宰 

 北海道大学大学院     教授 佐々木 亨 

 前札幌芸術の森美術館   館長 佐藤 友哉 

（敬称略、五十音順） 

 

 

 

＜事務局＞ 

所  属 職 

 教育庁 生涯学習推進局長 

 教育庁生涯学習推進局文化財・博物館課 課長 

道立近代美術館担当課長 

課長補佐 

係長 

主任・主事 

 北海道立近代美術館 副館長 

学芸副館長 

総務企画部長 

学芸部長 

学芸統括官 

総務企画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 3 - 

 

検 討 経 過 
 

時  期 内   容 備 考 

令和４年（2022年) 

２月 

○ 第１回これからの北海道立近代美術館検討会議 

 ・開催要領  ・これまでの経過  ・道民アンケート 

 ・今後の進め方         ※会議終了後、施設視察 

２月１日（火） 

３月 ○ 第２回これからの北海道立近代美術館検討会議 

 ・近代美術館の活動の検証 

３月１日（火） 

５月 ○ 第３回これからの北海道立近代美術館検討会議 

 ・開催要領の一部改正 ・近代美術館の活動の検証 

 ・近代美術館のミッション 

５月12日（木） 

６月 ○ 近代美術館・知事公館エリアの有効活用に係るサウンディン 

 グ型市場調査実施要領の公表 

○ ステークホルダーからの意見聴取（ミッション） 

 

７月 ○ 第４回これからの北海道立近代美術館検討会議 

 ・近代美術館のミッション等に関する意見聴取の状況 

 ・今後の進め方 

７月20日（水） 

８月 ○ 近代美術館・知事公館エリアの有効活用に係るサウンディン 

 グ型市場調査 

８月２日（火）～４日

（木）、９日（火） 

９月 ○ 第５回これからの北海道立近代美術館検討会議 

 ・近代美術館のミッション案等  ・施設設備の現状と課題 

○ 美術館利用者等からの意見聴取（オープンワークショップ） 

９月７日（水） 

 

９月23日（金） 

～25日（日） 

10月 ○ 桑園地区連合町内会との意見交換 10月21日（金） 

11月 ○ 第６回これからの北海道立近代美術館検討会議 

 ・ミッション、コンセプト案検討プロセス 

 ・道民意見聴取の状況   ・運営方法のあり方 

○ 大通地区町内会連合会との意見交換 

11月２日（水） 

 

 

11月11日（金） 

12月 ○ 第７回これからの北海道立近代美術館検討会議 

 ・目指す姿   ・施設整備方法 

12月16日（金） 

令和５年（2023年) 

１月 

○ 第８回これからの北海道立近代美術館検討会議 

 ・これまでの検討内容 

１月18日（水） 

２月 ○ 第９回これからの北海道立近代美術館検討会議 

 ・近代美術館リニューアル基本構想（中間報告）素案 

○ 近代美術館リニューアル基本構想（中間報告）素案公表 

２月２日（木） 

 

２月16日（木） 

３月 ○ パブリックコメント募集 ３月９日(木)～４月８日(土) 

５月 ○ 第 10回これからの北海道立近代美術館検討会議 

 ・近代美術館リニューアル基本構想（中間報告）案 

５月24日（水） 
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近代美術館の在り方検討に関する意見聴取の結果 
 

１ 聴取方法等  

  近代美術館がこれまで取り組んできた美術館活動に対する評価や、近代美術館が大切にすべきこと、期

待する役割などについて、近代美術館利用者はもとより、近隣にお住まいの方や、近代美術館に関係する

団体など、様々な方にお伺いし、多くの御意見をいただくことができました。御協力いただき、ありがと

うございました。 

 

対 象 者 実施方法 実施期間 

近代美術館協議会委員（10名） 文書照会 6/7～22 

アートギャラリー北海道連携館（78館） 文書照会 6/9～24 

展覧会共催者（３社） インタビュー、文書照会 6/24～7/1 

高校生（北星学園女子中学高等学校、札幌龍谷学園高等

学校）（17名） 
グループインタビュー 6/15～16 

大学生（札幌大谷大学）（４名） グループインタビュー 6/24 

作品寄贈者、ギャラリー関係者、公募展関係者、文化団

体関係者、作家（６名） 
個人インタビュー 

6/23～24、9/28、

10/1、10/23 

学校教育関係者、ボランティア、作家、作品寄贈者、美

術記者（６名） 
グループインタビュー 7/5 

近代美術館利用者（721名） オープンワークショップ 9/23～25 

その他一般の方（156名） ＷＥＢアンケート 9/23～10/22 
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２ 意見聴取結果（近代美術館に期待すること） 

 

 

 ※[ ]内は同様の意見の総数 
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コンセプト実現のための手法や機能例  
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